
GOAL：イシュー志向・解決型のデータサイエンスにより未来を切り開く人材

ス
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
そ
の
後
に
数
学

な
ど
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
設
計
に
し
た
の
か
？
　
そ
れ
は
、

本
学
で
は
数
学
が
得
意
で
は
な
い
文
系

の
学
生
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
提
供
し
た
い
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
入
試
で
は
数
学

を
課
さ
な
い
入
試
方
式
も
設
け
て
い
ま

す
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
係
す
る
学

修
コ
ン
テ
ン
ツ
は
世
界
中
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
学
内
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
学
修
意
欲
の
高
い
学
生
に
は

学
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
こ
と

も
推
奨
し
、
そ
の
成
果
は
成
績
に
加
味

し
ま
す
。

　
次
年
度
か
ら
は
全
入
学
生
を
対
象
に

A
I
活
用
科
目
を
必
修
と
す
る
全
学
展

開
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
対
応

し
た
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
の
学

び
を
広
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
部
で
は
、
実
社
会
の
課
題
を

デ
ー
タ
工
学
や
人
工
知
能
を
駆
使
し
て

ス
マ
ー
ト
に
解
決
す
る
人
材
の
育
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
４
年
間
の
学
び
の

ゴ
ー
ル
は
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で

は
な
く
、
学
生
自
身
が
知
識
を
活
用
し

て
課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
学
修
ス

タ
イ
ル
を
根
本
か
ら
見
直
し
ま
し
た
。

　「
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
学
び
、
そ
の

理
解
度
を
テ
ス
ト
で
確
か
め
る
」
と
い

う
従
来
の
や
り
方
で
は
、
学
修
自
体
が

目
的
化
し
て
し
ま
い
、
学
ん
だ
こ
と
の

活
用
に
ま
で
学
生
の
目
は
向
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、「
必
要
な
ス
キ
ル
を
課

題
解
決
学
習
の
過
程
で
習
得
し
、
そ
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
多
面
的
・
総
合
的
に

評
価
す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
変
え

ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
社
会
の
リ
ア
ル
に

こ
だ
わ
る
こ
と
。
例
え
ば
授
業
で
は
、

あ
え
て
〝
実
社
会
で
よ
く
見
ら
れ
る
あ

い
ま
い
な
課
題
〞
に
し
て
い
ま
す
。
前

提
や
制
約
条
件
は
学
生
自
身
が
定
義
す

る
の
で
、
他
人
の
答
え
を
丸
写
し
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
評
価
は
大
変
で

す
が
、
こ
れ
に
よ
り
「
自
分
で
考
え
る

力
」
が
磨
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
が

質
問
し
た
ら
、
す
ぐ
に
は
答
え
ず
、
自

分
で
考
え
る
よ
う
に
促
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た〝
不
親
切
な
学
修
〞を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
の
が
、
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

学
生
同
士
と
教
員
は
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

つ
な
が
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
学
生
が

課
題
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
途
中
経
過
を

ア
ッ
プ
し
た
ら
、
教
員
は
適
宜
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。学
生
は
教
員
の
助
言
や
、

他
の
学
生
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
の
空
間

の
中
で
は
、
教
員
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員

同
士
も
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
つ
な
が
る
こ

と
に
よ
り
、
資
料
の
共
有
や
他
の
教
員

が
出
し
た
課
題
を
見
て
自
分
の
課
題
を

調
整
し
た
り
な
ど
、
教
員
同
士
の
連
携

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
、
必
ず
し
も
基
礎
理
論
を

学
ん
だ
う
え
で
応
用
、
と
い
う
順
番
で

学
ば
な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
本
学
部
で
は
デ
ー
タ
解
析

ツ
ー
ル
や
A
I
技
術
を
活
用
し
た
課
題

解
決
と
い
っ
た
、
大
学
で
一
番
楽
し
い

卒
業
研
究
の
よ
う
な
学
び
を
最
初
に
体

験
で
き
る
の
で
す
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
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取材・文／本間学　撮影／荒川潤

かみばやしのりゆき●1980年慶應義塾大学理工学研究科
博士課程修了。工学博士。広島大学工学部助手、外資系企
業にて研究開発従事後、2000年山形大学工学部情報科学
科教授、2003年東京工科大学メディア学部教授、学長補佐、
研究科科長。人工知能学会、情報処理学会理事などを歴任。
2019年度より武蔵野大学データサイエンス学部長に就任。

特集●データサイエンスから考えるSociety 5.0の大学教育

　１年次後期から履修できる「未来創造PJ」は、少人数のゼミ形式で、企業と
の共同研究などに取り組む実践教育。同学部は文系科目のみで受験できる
ため、数学に苦手意識を持つ学生も一定数入学してくるが、「まずは実践を通
してリアルなデータをツールで分析するおもしろさ、ディスカッションの楽しさを
感じてほしい。本学部は数学を学ぶための学部ではないので、その時点で限
界を感じたら、数理を学べばよい」と上林学部長は話す。企業とのプロジェクト
は緊張感がある一方、やりがいも大きく、学生は熱心に取り組んでいるという。
学生の成長の機会を増やすため、今後も連携先企業を拡大する考えだ。

データサイエンス学部
学部長 上林憲行

まずデータのおもしろさを実感
１年次から企業連携型PJを実施

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
学
ぶ

新
し
い
学
問
領
域

楽
し
い
こ
と
か
ら
始
め
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計

データサイエンス学部のカリキュラム

注目
！

＊専門コース演習Ⅰは人工知能（AI）クリエーション、Ⅱは人工知能（AI）アルゴリズムデザイン、Ⅲはソーシャルイノベーション＊　Musashino University Smart Intelligence
     Center

▶東京都江東区　▶1924年に創立された武蔵野女子学院がルーツ
学生数／約9200人　
学部／文、データサイエンス、法、経済、経営、人間科学、工、教育、グローバル、薬、看護
大学院／文学、言語文化、法学、政治経済学、経営学、人間社会、仏教学、工学、環境学、教育学、薬科学、看護学

組織体制

武
蔵
野
大
学

2
0
1
9
年
度
に
私
大
で
初
め
て

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
新
設
し
た
武
蔵
野
大
学
。

同
大
学
が
め
ざ
す
教
育
に
つ
い
て
聞
く
。

データ
サイエンス
学

複合領域

情報学

環境学
経済学

専門共通科目
プロジェクト科目
専門コース科目
社会連携型教育

社会連携

卒業論文
Ⅰ・Ⅱ

データ
サイエンス

学

データ
サイエンス

特論

未来創造
PJⅣ

卒業論文
創成課題

未来創造PJ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

メディアクリエーション・
データデザイン演習

ソーシャルイノベーション
の起こし方

マーケ
ティング
データ
分析

データサイエンス
プログラミング

演習

機械学習
デザイン演習

人工知能（AI）
デザイン演習

機械学習と
深層学習

人類と
人工知能
（AI）

社会連携
活動概論

データサイエンス社会実践学習
（短期・中期・長期・海外）

人工知能
（AI）

テクノロジ

人工知能（AI） 社会の情報倫理
人工知能（AI） ゲームクリエーション
　　　　　　など

＊専門コース
演習Ⅰ、Ⅱ

データと経済統計
データと計量経済学

情報経済特論

複合現実
など

画像・
音声認識

システムなど

データ
マイニング

データと
数理

web
テクノロジ

など

マルチメディア知識ベース
 データベースデザインなど 

ビジネス
モデル創出

など
専門コース

演習Ⅲ

1年 2年 3年 4年
エ
キ
ス
パ
ー
ト

応
用
基
礎

リ
テ
ラ
シ
ー

Case Study

超
ス
マ
ー
ト
社
会
対
応
の
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
つ
な
が
る
楽
し
い
学
び

2019年度データサイエンス学部
データサイエンス学科設置。2020
年度より情報教育は全学組織の
MUSIC＊が担当。

社会・環境・
ビジネスデザイン

など

グリーン
エコノミー

基礎

グローバル
ビジネス

ガバナンス

データサイエンス学部
データサイエンス学科

AI科目の副専攻
「AI活用エキスパートコース」
（2021年度入学生より）

全学生対象の
AI活用科目

（2020年度入学生より）

▲▶未来創造PJで
のグループディスカッ
ションの様子。研究プ
ロジェクトに分かれて
実社会の課題解決に
挑む。

＊1 IT技術による、現実世界（フィジカル空間）とコンピューターによる仮装世界（サイバー空間）の融合を指す
＊2 主にテキストメッセージでコミュニケーションが取れるツール。同学部では「Slack」を活用している

＊1

＊2

＊


